
2025 年度 講座・出前授業報告書 No.27 
開催日 

時 
2025年 10月 29日（火 ） 開始時間 8：50    終了時間 12:20 

開催場所 鶴園小学校 

実施内容  ビタミンCたっぷりなものは  

学年、組、等 ６学年４組 ６学年１組  
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

31  4 31 2   62 

スタッフ   7 名 実施機関スタッフ   名  

１ 概要：創立５０周年を迎えた鶴園小。学校案内を拝見すると、「（２０年続けている）音楽活動を重

視し、表現力を高め、感性を磨く教育に努めている…」の言葉を裏付けるように、本日の授業全体を通

して、児童たちが大変積極的に、且つ楽しみながら、各自が自分の意見を堂々と理科教室一杯に鳴り響

くような声で主張する様子には感心させられた。理科教育にも力を入れているようだ。 

２ 実施内容：ほぼ男女均等に４～６人の児童が６つのテーブルに着いて授業を進めた。始めのおよそ

３０分、モニターに表示したＰＰＴ画像を示しながら、児童への問いかけを交えつつ、ビタミンＣの説

明を行ない、ビタミンＣとはどんなものか、人体に対する大切なはたらきや不足するとどうなるのか、

ビタミンＣを摂取する方法を理解してもらった。続いて、ビタミンＣで何を連想するか、ビタミンＣが

多く含まれると思われるものは何かを挙げてもらい、多く含まれると思う順番を予想してもらった。そ

の予想が正しいかどうかこれから実験で確かめてみようと導き、すでに学習したヨウ素のはたらきを思

い出してもらいながら今日の実験の進め方を説明し、その後、果物・野菜を使った５種類の実験材料に

ついて、それぞれにビタミンＣがどの程度含まれているのかを調べる滴定実験に取り掛かった。 

 滴定結果が出そろった時点で、児童の感想を発表してもらい、ビタミンＣに関する説明を追加し、最

後に実験全体を通しての感想を述べてもらった。 

３ 良かった点、課題点など：①実験前の予想では、これまで経験してきた数多くの授業の例にもれ

ず、ビタミンＣを多く含む物のトップは、果汁・皮ごと合わせてレモンが８４％と圧倒的に多く、赤パ

プリカはわずか５％であった。実験結果を見て数多くの児童が驚いていた。如何にマスコミなどの影響

が大きいかを示している。②滴下数の多寡と、ビタミンＣ含有量の差の関係について児童に問うたとこ

ろ、活発な意見のやり取りがあった。周囲の意見を鵜呑みにしないで自分の意見をはっきりと主張でき

る姿は頼もしい。最後に、お互いの考え方をはっきり述べ合って納得していくやり方ができるのは素晴

らしかった。普段からの先生方の指導の賜物だと思う。③パソコンを持ち込んで実験結果を写真に残し

たいという児童からの要望があったが、担当教諭からすでに授業でも取り入れているということを聴き

実際に進めてもらった。④リンゴ、イチゴなどのようにビタミンＣが多いと言われている物でも、ビタ

ミンＣ以外の成分に反応するため今回の実験には適さないという説明をしているが、「ミカンはどうな

の？」「皮には有害物質が含まれていないの？」とか関連する質問があった。④１滴の量が同じという

前提で順位を付けているが、皮ごとレモンと赤パプリカが互角或いは逆転することが多い。文献では大

きく異なっている。１滴の量は、各材料の表面張力、粘度、密度の違い、また滴下する速度によって大

きく変わることが報告されている。会で検証するに越したことがないが、１滴の大きさが異なるという

ことを、説明の中に入れるか、それも含めてより正確な実験をするためにはさらに工夫をするとよいこ

とにも一言触れたらどうだろうか。 

 


